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第五回区民駅伝大会
好天に恵まれた一月十五日教育委員会主催のもとに第五回

区民駅伝大会が行われました。

参加三十五チームは午前十時区役所前をスタート、区内コー

スを三周し、その結果小森印刷機製作所Aチームが堂々

優勝。

タイムは前年の記録を三分余も縮小する一時間四十六分三

十八秒の好記録でした。

商
店
経
営
講
習
会
の

お
知
ら
せ

昭
和
三
十
一
年
の
新
春
を
迎
え
た
日
本
経
済
は

過
去
二
年
有
余
に
亘
る
政
府
の
緊
縮
財
政
、
金

融
引
締
め
等
の
一
連
の
デ
フ
レ
成
策
の
成
果
を

基
調
と
し
て
活
況
を
呈
し
つ
つ
あ
り
加
え
て
予

想
外
の
海
外
輪
出
貿
易
の
増
大
と
未
曽
有
の
豊

作
を
背
景
に
比
較
的
明
る
い
見
通
し
に
あ
り
ま

す
。

商
業
界
の
一
般
景
気
も
企
業
利
潤
や
個
人
所
得

の
向
上
に
伴
い
一
段
と
消
費
景
気
の
上
昇
を
辿

つ
て
居
る
も
の
の
依
然
と
し
て
一
部
中
小
業
者

に
あ
つ
て
は
最
近
激
化
し
た
百
貨
店
組
織
の
進

出
又
は
事
業
拡
大
の
し
わ
寄
せ
と
し
て
深
刻
な

不
況
下
に
あ
り
利
潤
の
低
下
企
業
の
倒
産
が
続

い
て
い
る
実
情
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
当
面
の
百
貨
店
対
策
と
相
俟
つ
て
商
業

の
恒
久
的
繁
栄
を
図
る
た
め
に
は
経
営
者
の
知

識
と
し
て
常
に
変
遷
せ
る
景
気
の
動
向
を
把
握

し
競
争
力
を
培
養
す
る
こ
と
が
も
つ
と
も
肝
要

と
思
わ
れ
ま
す
の
で
こ
の
た
び
次
の
要
領
で
経

営
全
般
に
つ
い
て
専
問
の
講
師
を
招
い
て
二
回

に
わ
た
る
講
習
会
を
開
き
ま
す
。

第
一
回

日
時
　
二
月
十
五
、
十
六
日

午
後
二
時
～
四
時

場
所
　
足
立
区
議
会
議
事
堂

演
題

第
一
日
　
繁
栄
す
る
商
店
の
あ
り
方
に
つ
い

て

第
二
日
　
上
手
な
宣
伝
、
広
告
陳
列
の
や
り

方
に
つ
い
て

第
二
回

日
時
　
二
月
二
十
三
、
二
十
四
日

午
后
二
時
～
四
時

場
所
　
足
立
区
立
児
童
会
館

(西
新
井
大
師
境
内
)

演
題

第
一
日
　
お
客
様
の
喜
ぶ
店
に
つ
い
て

第
二
日
　
利
益
の
上
る
店
に
つ
い
て

何
れ
も
区
内
の
商
店
々
主
、
店
員
及
び
そ
の
家

族
を
対
象
と
し
て
専
門
家
を
講
師
と
し
て
、
行

い
ま
す
。
聴
講
料
も
無
料
で
テ
キ
ス
ト
も
差
し

上
げ
ま
す
。
多
数
の
方
の
お
出
で
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
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道
路
を
愛
し
ま
し
よ
う

焚
火
、
水
ま
き
は
禁
物

皆
さ
ん
が
毎
日
に
通
つ
て
い
る
道

路
に
は
、砂
利
道
、簡
易
舗
装
道

鋼
質
舗
装
道
と
が
あ
り
ま
す
。

寒
い
日
の
朝
こ
の
舗
装
道
路
の
上

で
焚
火
を
し
た
り
、水
を
撒
い
た

た
め
に
道
路
が
凍
つ
て
い
る
の
を

良
く
見
か
け
ま
す
が
、こ
れ
が
ど

ん
な
結
果
に
な
る
か
知
ら
ず
に
多

く
の
人
が
や
つ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
よ
う
か
?

道
路
は
コ
ン
ク
リ
ー
卜
、
ア
ス
フ
ア

ル
ト
、
タ
ー
ル
の
よ
う
に
極
め
て

火
と
凍
結
に
弱
い
材
料
で
作
ら

れ
て
い
ま
す
。

そ
の
為
舗
装
の
上
で
火
を
燃
や
す

と
コ
ン
ク
リ
ー
卜
に
ひ
ゞ
が
入
り

ア
ス
フ
ア
ル
ト
や
タ
ー
ル
は
と
け

て
穴
が
あ
い
た
り
し
ま
す
。

又
凍
つ
た
水
は
舗
装
の
組
織
を
破
壊

す
る
だ
け
で
な
く
交
通
事
故
の

大
き
な
原
因
と
も
な
り
ま
す
。

私
達
が
で
こ
ぼ
こ
な
歩
き
に
く
い

道
で
殊
に
雨
あ
が
り
の
水
た
ま
り

道
を
歩
い
て
い
る
と
き
、
自
動
車

に
泥
水
を
は
ね
と
ば
さ
れ
た
口
惜

し
い
気
持
、
誰
も
が
こ
ん
な
経
験

を
持
ち
合
は
せ
て
い
る
こ
と
で
し
よ

う
が
、
一
寸
し
た
注
意
か
ら
こ

ん
な
思
い
も
少
く
て
す
む
も
の
で

す
。
区
で
は
道
路
や
橋
梁
の
維
持

だ
け
で
毎
年
平
均
二
千
百
万
円
余

り
も
の
経
費
を
使
つ
て
い
な
が
ら

な
お
で
こ
ぼ
こ
道
が
多
い
の
は
補

修
が
そ
れ
に
追
い
つ
け
な
い
為
で

皆
さ
ん
に
も
不
便
を
お
か
け
し
て

い
る
わ
け
で
す
。

ど
う
か
お
互
の
為
に
も
一
人
一
人

が
道
路
を
大
切
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
も
の
で
す
。

区
税
条
例
の
一
部
改
正

税
率
、用
語
な
ど

昨
年
八
月
一
日
の
地
方
税
法
改
正

に
伴
い
、
十
二
月
十
九
日
の
定
例

区
議
会
の
議
決
を
経
て
区
税
条
例

の
一
部
が
改
正
さ
れ
同
月
二
十
六

日
足
立
区
条
例
第
三
号
に
よ
つ
て

公
布
さ
れ
ま
し
た
。
改
正
の
要
点

は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
延
滞
金
、
延
滞
加
算
金

従
来
日
歩
四
銭
で
あ
つ
た
も
の

が
日
歩
三
銭
に
改
め
ら
れ
ま
し

た

。

二
、
区
民
税
の
所
得
割
の
税
率

現
在
の
百
分
の
十
八
か
ら
百
分

の
二
十
一
に
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

但
し
昭
和
三
十
一
年
度
分
に
つ

い
て
は
百
分
の
二
十
・
五
の
税

率
に
よ
る
の
で
実
際
は
昭
和
三

十
二
年
度
分
か
ら
新
し
い
税
率

が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

三
、
原
動
機
付
自
転
車
の
税
率

従
来
軽
自
動
車
と
し
て
自
動
車

税
が
か
か
つ
て
い
た
も
の
の
う

ち
総
排
気
量
〇
、
一
二
五
リ
ツ

ト
ル
以
下
又
は
定
格
出
力
が

一
、
〇
キ
ロ
ワ
ツ
ト
以
下
の
も

の
が
新
た
に
原
動
機
付
自
転
車

に
加
え
ら
れ
た
た
め
従
来
一
率

で
あ
つ
た
税
率
年
額
五
百
円
を

左
の
通
り
三
段
階
の
税
率
に
分

け
ま
し
た
。

1
.
総
排
気
量
〇
、
〇
九
リ
ツ
ト

ル
を
こ
え
る
も
の
又
は
定
格

出
力
が
〇
、
八
キ
ロ
ワ
ツ
ト

を
こ
え
る
も
の
、
年
額
千
円

2
.総
排
気
量
〇
、
〇
五
リ
ツ
ト

ル
を
こ
え
〇
、
〇
九
リ
ツ
ト

ル
以
下
の
も
の
、
又
は
定
格

出
力
が
〇
、
六
キ
ロ
ワ
ツ
ト

を
こ
え
〇
、
八
キ
ロ
ワ
ツ
ト

以
下
の
も
の
　
年
額
八
百
円

3
.総
排
気
量
〇

、
〇
五
リ
ツ
ト

ル
以
下
の
も
の
又
は
定
格
出

力
〇
、
六
キ
ロ
ワ
ツ
ト
以
下

の
も
の
　

年
額
五
百
円

四
、
自
動
車
荷
車
税
の
賦
課
期
日

従
来
月
割
課
税
分
の
賦
課
期
日

は
「
新
た
に
取
得
さ
れ
た
月
の

翌
月
の
一
日
」
で
あ
つ
た
も
の

が
「
新
た
に
取
得
さ
れ
た
日
」

に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

五
、
標
識

鑑
札
と
呼
ば
れ
て
い
た
用
語
を

標
識
と
い
う
用
語
に
改
正

六
、
標
識
弁
償
金
(
鑑
札
弁
償
金
)

自
転
車
(
原
動
機
付
を
除
く
)

荷
車
、
犬
の
標
識
の
弁
償
金
は

二
十
円
か
ら
三
十
円
に
、
原
動

機
付
自
転
車
は
五
十
円
か
ら
二

百
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

都民生活のご相談は

和田倉( 20) 2266番! !

公聴部にご相談専用の

直通電話が入りました

気軽にご利用
下さい

み
な
さ
ん
の
日
常
生
活
に
直
結
し

て
い
る
都
政
に
つ
い
て
、

ご
希
望
、
ご
不
満
、
お
困
り
の

こ
と
等
こ
の
電
話
を
通
じ
て
お
聞

か
せ
願
え
れ
ば
、
皆
様
の
お
気
持

を
直
ぐ
そ
れ
ぞ
れ
の
係
に
伝
え
、

解
決
の
つ
く
も
の
は
テ
キ
パ
キ
と

片
づ
け
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
も

の
は
、
実
情
を
説
明
し
て
ご
理
解

を
頂
き
ま
す
。

足
立
区
予
想
人
口

懸
賞
当
選
者
決
る

昨
年
十
月
一
日
行
は
れ
た
国
勢
調

査
に
関
連
し
て
募
集
中
の
小
学
校

お
よ
び
中
学
校
児
童
生
徒
を
対
象

と
し
た
当
区
予
想
人
口
懸
賞
募
集

は
、
応
募
者
の
中
に
正
解
者
が
な

か
つ
た
の
で
、
正
解
に
最
も
近
い

も
の
ゝ
中
か
ら
入
選
者
を
選
定
し

次
の
よ
う
に
賞
金
を
贈
呈
し
ま
し

た
。

足
立
区
人
口
概
数

三
三
二
、
一
〇
五
人

一
等
(
金
一
千
円
)

三
三
二
、
二
三
五
人

佐
藤
幸
子
　
梅
田
町
一
二
二
八

二
等
(
金
五
百
円
)

三
三
二
、
六
八
三
人

橫
田
勝
義
　
舎
人
町
一
三
三

三
等
(
金
三
百
円
)

三
三
二
、
八
一
九
人

鬼
塚
和
明
　
本
木
町
三

三
三
二

、
八
六
九
人

江
崎
義
一
　
千
住
中
居
町
七

自
動
車
損
害
賠
償
保
険
法

二
月
か
ら
完
全
実
施

二
月
か
ら
自
動
車
は
自
動
車
損
害

賠
償
責
任
保
険
証
明
書
を
も
た
な

け
れ
ば
走
れ
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
法
律
は
自
動
車
の
飛
躍
的
増

加
と
共
に
交
通
事
故
に
よ
る
死
傷

者
も
激
増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
被
害
者
の
救
済
の
為
に
作
ら

れ
た
も
の
で
こ
の
法
律
の
要
点
は

(
1
)
自
動
車
に
よ
る
人
身
事
故
に
お

い
て
自
動
車
側
に
お
い
て
故
意

過
失
が
あ
つ
た
こ
と
を
証
明
出

来
な
い
限
り
自
動
車
側
に
損
害

賠
償
の
責
任
を
負
は
せ
る
事
に

し
た
こ
と

(
2
)
自
動
車
側
の
賠
償
能
力
を
常
時

確
保
す
る
為
強
制
的
に
保
険
に

加
入
さ
せ
常
に
証
明
書
を
持
つ

て
い
る
こ
と

(
3
)
ひ
き
逃
げ
の
よ
う
に
加
害
者
が

不
明
の
場
合
は
政
府
が
被
害
者

に
対
し
て
責
任
保
険
金
額
の
限

度
内
で
賠
償
金
を
支
払
う
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
こ
の
保
険
に

加
入
さ
せ
ら
れ
る
対
象
は
原
動
機

付
自
転
車
を
除
く
す
べ
て
の
車
種

の
自
動
車
で
す
。

保
険
金
額
は

死
亡
者
一
人
に
つ
き

三
十
万
円
以
内

重
傷
者
一
人
に
つ
き

十
万
円
以
内

軽
傷
者
一
人
に
つ
き

三
万
円
ま
で

こ
の
限
度
内
で
実
際
に
損
害
を
受

け
た
金
額
と
な
つ
て
い
ま
す
。

こ
の
保
険
実
施
に
違
反
し
た
も
の

は
三
ヶ
月
以
下
の
懲
役
、
三
万
円

以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

区
立
四
中
二
部
(夜
間
)

生
徒
募
集
の
お
知
ら
せ

家
庭
の
都
合
で
昼
間
学
校
に
行
け

な
い
生
徒
の
為
に
区
立
四
中
二
部
(

夜
間
)
生
徒
の
募
集
を
行
い
ま

す
。
入
学
受
付
は
三
月
一
日
か
ら

募
集
人
員
は
一
学
年
約
一
〇
〇
名

そ
の
他
二
、
三
年
補
欠
若
干
名
と

な
つ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
直
接
四

中
に
お
問
い
合
は
せ
下
さ
い
。
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都
営
住
宅
の
建
設

大
量
に
本
区
内
に
誘
致

昭
和
三
十
年
度
の
都
営
住
宅
建
設

計
画
に
基
い
て
、
前
々
号
で
お
知

ら
せ
し
た
南
鹿
浜
(
簡
易
耐
火

造
)
住
宅
の
ほ
か
に
、
次
の
よ
う

に
当
区
内
に
着
々
と
工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

○
足
立
区
に
建
設
を
委
任
さ
れ
た

工
事

(
1
)
建
設
地
　
保
木
間
町
八
八
及
び

百
番
地

規
模
　
木
造
平
家
建
(

一
棟
二
戸
建
)

二
十
五
棟
五
十
戸
延
五

百
二
十
八
坪

竣
功
　
四
月
下
旬
の
予
定

工
費
　
千
三
百
四
十
五
万
円
余
(

除
給
水
工
事
費
)

交
通
　
都
営
、
東
武
バ
ス
共

水
神
橋
下
車
二
分

(
2
)
建
設
地
　
保
木
間
町
七
七
及
び

九
五
番
地

規
模
　
木
造
平
家
建
　
(
一
棟

二
戸
建
及
び
一
戸
建
)

約
五
十
三
戸
(
予
定
)

延
約
五
百
五
十
六
坪

竣
功
　
五
月
下
旬
(
予
定
)

工
費
　
未
定

交
通
　
都
営
、
東
武
バ
ス
共

水
神
橋
下
車
二
分

(
3
)
建
設
地
　
日
の
出
町
三
丁
目

六
百
十
番
地

規
模
　
第
二
種
木
造
平
家
建

(
一
棟
二
戸
建
)

約
三
十
四
戸
(
予
定
)

延
約
二
百
八
十
九
坪

竣
功
　
五
月
下
句
(
予
定
)

工
費
　
未
定

交
通
　
東
武
電
車
小
菅
駅
下
車

約
四
分

○
建
築
局
が
施
工
し
て
い
る
工
事

(
4
)
建
設
地
　
東
島
根

町
二
〇
二

六
～
二
一
九

九
番
地

規
模
　
簡
易
耐

火
造
平
家
建

(
一
棟
六
戸

建
他
)

木
造
平
家
建
(

一
棟
二
戸

建
他
)

計
二
百
三
十

九
戸

延
約
二
千
五
百
坪

竣
功
　
四
月
上
句
(
予
定
)

交
通
　
都
営

、
東
武
バ
ス
共

小
右
エ
門
町
下
車
五
分

(
5
)
建
設
地
　
千
住
桜
木
町
二
番
地

(
隅
田
川
畔
)

規
模
　
第
二
種

簡
易
耐
火
造
二
階
建

(
一
棟
十
六
戸
建
他
)

計
百
八
十
四
戸

延
約
千
二
百
五
十
坪

竣
功
　
四
月
中
句

交
通
　
都
電
区
役
所
前
下
車

約
十
分

以
上
の
(
1
)
か
ら
(
5
)
ま
で
の
工
事
と

さ
き
に
出
来
上
つ
た
南
鹿
沼
の
住

宅
を
合
計
す
る
と
五
百
八
十
四
戸

の
多
き
に
達
し
今
ま
で
の
最
高
の

戸
数
と
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
の
使
用
申
込
受
付
は

次
号
以
降
の
「
お
知
ら
せ
」
や
各

報
道
機
関
で
そ
の
都
度
発
表
し
ま

す
か
ら
よ
く
注
意
し
て
申
込
み
下

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

(
写
真
は
既
に
公
募
を
終
え
た
南

鹿
浜
の
都
営
住
宅
)

動
く
都
民
相
談

区
内
で
公
聴

二
月
六
日
、
八
日
の
二
日
間
都
民

室
の
「
こ
だ
ま
号
」
が
当
区
に
訪

れ
北
千
住
駅
前
を
振
り
出
し
に
区

内
四
ヶ
所
で
各
種
の
苦
情
・
相
談

に
応
え
ま
し
た
。

こ
の
車
に
は
専
属
の
弁
護
士
、
係

員
、
そ
れ
に
区
の
土
木
関
係
係
員

が
同
乗
し
次
々
に
訪
れ
る
区
民
を

相
手
に
苦
情
に
対
し
て
は
そ
の
善

処
を
約
し
、
相
談
に
つ
い
て
は
納
得

の
ゆ
く
よ
う
に
説
明
し
て
生
活

の
向
上
、
都
区
政
の
進
展
を
図
る

わ
け
で
す
が

二
日
間
に
わ
た
る
公
聴
の
結
果
は

相
談
件
数
　
三
十
三

件

相
談
は
法
律
相
談
の
借
家
、
戸
籍

地
代
の
問
題
を
筆
頭
に
、
税
金
、
道

路
、
橋
、
ご
み
、
工
場
の
け
む

り
の
害
に
対
す
る
苦
情
、
内
職
の

あ
つ
せ
ん
、
求
人
依
頼
等
多
方
面

に
及
び
、
な
か
で
も
或
る
歯
医
者

さ
ん
の
孤
児
を
雇
い
た
い
と
い
う

申
し
入
れ
が
あ
る
な
ど
一
ヶ
所
一

時
間
の
予
定
時
間
も
不
足
勝
ち
の

好
成
績
を
示
し
ま
し
た
。

(
写
真
は
北
千
住
駅
前
で
公
聴
を

行
う
こ
だ
ま
号
)

区
民
相
談
を
ご
利
用
下
さ
い

区
役
所
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

家
に
よ
る
無
料
区
民
相
談
を
常
時

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
利
用
下
さ
い
。

◎
一
般
相
談
　
毎
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

但
し
土
曜
日
は
午
前
中

◆
家
庭
生
活
全
般
に
つ
い
て

◎
税
務
相
談
　
毎
週
木
曜
日

午
後
一
時
～
午
後
四
時

◆
税
金
全
般
に
つ
い
て

担
当
講
師

足
立
税
理
士
会
所
属
計
理
士

◎
商
工
相
談
　
毎
週
木
曜
日

午
後
一
時
～
午
後
四
時

◆
経
理
・
金
融
経
営
そ
の
他

担
当
講
師

都
商
工
指
導
所
員

◎
法
律
、
職
業
相
談

毎
月
第
三
木
曜
日

(
但
し
第
三
水
曜
日
は

梅
島
支
所
に
て
受
付
)

午
後
一
時
～
午
後
四
時

◆
一
般
生
活
に
つ
い
て
の
法

律
問
題

担
当
講
師

足
立
法
曹
会
所
属
弁
護
士

足
立
職
業
安
定
所
員

場
所
　
足
立
区
産
業
振
興
館

区
政
の
お
知
ら
せ
に
つ

い
て
お
願
い

こ
の
お
知
ら
せ
は
毎
月
一
回
発
行

し
区
内
の
学
校
、
各
団
体
等
を
通

じ
皆
さ
ん
の
お
手
許
に
さ
し
あ
げ

て
お
り
ま
す
が
、
発
行
部
数
が
二

千
部
の
少
数
な
の
で
全
部
の
方
に

行
き
わ
た
る
事
が
出
来
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
成
る
べ
く
他
の
方
々
に
も

ご
回
覧
下
さ
る
様
お
願
い
し
ま

す
。

な
お
こ
の
お
知
ら
せ
を
よ
り
良
い

も
の
と
す
る
為
に
ご
希
望
、
ご
意

見
の
あ
る
方
は
電
話
(
8
8
)
四
四
〇
総

務
係
あ
て
御
申
し
出
て
下
さ
る
よ

う
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

通
知
も
れ
の
方
は
申
告
を
!

小
学
校
新
入
学
児
童
の
通
知

足
立
区
教
育
委
員
会
で
は
本
年
四

月
小
学
校
に
入
学
す
る
児
童
の
あ

る
ご
家
庭
に
就
学
通
知
書
を
発
送

し
現
在
身
体
検
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

こ
の
通
知
書
は
昭
和
二
十
四
年
四

月
二
日
か
ら
昭
和
二
十
五
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
児
童
に
住

民
登
録
に
基
い
て
送
ら
れ
た
も
の

で
す
。

若
し
未
だ
こ
の
通
知
書
を
受
取
つ

て
い
な
い
ご
家
庭
は
教
育
委
員
会

に
お
申
し
出
で
願
い
ま
す
。

又
他
所
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
も
直

ぐ
住
民
登
録
の
手
続
を
し
て
教
育

委
員
会
に
お
申
し
出
で
下
さ
い
。



区 政 の お 知 ら せ 第93号 ( 4)

区
政
の
話

(
3
)

民
生
事
業
の
話
(
そ
の
一
)

文
化
の
発
達
に
伴
つ
て
民
生
事
業

は
ま
す
ま
す
重
要
視
さ
れ
て
来
ま

し
た
。
英
国
等
の
よ
う
に
文
化
の

発
達
し
た
国
で
は
「
ゆ
り
か
ご
か

ら
墓
場
ま
で
」
と
い
う
有
名
な
諺

が
あ
る
よ
う
に
、
生
ま
れ
て
か
ら

死
ぬ
ま
で
最
低
の
生
活
を
国
が
保

障
し
老
人
も
の
ん
び
り
と
余
生
を

楽
し
ん
で
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。
日
本
で
も
終
戦
後
出
来
上
つ

た
新
憲
法
第
二
十
五
条
に
「
す
べ

て
国
民
は
健
康
で
文
化
的
な
最
低

限
の
生
活
を
営
む
権
利
を
有
す
る

」
と
社
会
保
障
の
制
度
を
明
文
を

も
つ
て
規
定
し
ま
し
た
。

生
活
困
窮
者
を
困
窮
の
程
度
に
応

じ
て
扶
助
す
る
生
活
保
護
法
等
も

こ
の
理
念
に
基
い
た
一
つ
の
例
で

す
。

そ
こ
で
今
回
は
区
で
行
つ
て
い
る

こ
の
よ
う
な
事
業
に
つ
い
て
い
ろ

い
ろ
と
お
話
し
し
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

先
ず
区
で
こ
の
仕
事
を
受
持
つ
て

い
る
の
は
民
生
課
で
あ
り
ま
す
が

そ
の
仕
事
の
種
類
に
は
国
や
都
か

ら
委
任
さ
れ
た

都
生
業
資
金
の
貸
付
及
び
回
収
、

並
び
に
戦
傷
、
戦
歿
者
遣
族
等
の

援
護
に
関
す
る
事
務
、
恩
給
法
、

未
帰
還
者
留
守
家
族
援
護
法
に
基

く
事
務
、
都
民
葬
儀
券
の
取
扱
、
第
二
種

都
営
住
宅
関
係
、
精
神
病

行
旅
病
人
及
死
亡
人
取
扱
、
消
費

生
活
協
同
組
合
、
引
揚
者
援
護
、

民
生
委
員
推
せ
ん
会
、
青
少
年
問

題
協
議
会
、
人
権
擁
護
委
員
、
災

害
救
助
、
都
立
保
育
園
、
都
立
簡

易
保
育
所
、
外
国
人
登
録
、
寄
附

募
金
、
畜
犬
登
録

区
独
自
の
事
業
と
し
て

区
生
業
資
金
貸
付
及
回
収
、
貸
ミ
シ
ン

取
扱
、
厚
生
援
護
会
、
愛
の

運
動
協
議
会
、
診
療
所
事
業
、
公

益
質
屋
、
簡
易
洗
濯
所
事
業
、
児

童
会
館
、
農
繁
期
保
育
所
、
児
童
遊

園
管
理
新
生
活
運
動
、
貯
畜
奨

励と
非
常
に
多
方
面
に
わ
た
る
事
務

を
行
つ
て
い
ま
す
が
先
ず
区
で
持

つ
て
い
る
民
生
事
業
の
諸
施
設
か

ら
お
話
し
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

○
区
立
本
木
診
療
所

(本
木
町
一
の
九
二
六
)

こ
の
診
療
所
は
昭
和
二
十
六
年
十

月
都
か
ら
譲
渡
を
う
け
た
も
の
で

建
坪
七
八
坪
余
の
木
造
二
階
建
の

建
物
で
二
名
の
医
師
を
始
め
薬
剤

師
看
護
婦
等
八
名
の
所
員
に
よ
つ

て
、
内
科
、
外
科
、
レ
ン
ト
ゲ
ン

科
の
外
来
診
療
を
行
い
区
民
の
健

康
保
持
と
増
進
に
役
立
つ
て
い
ま

す
。
最
近
で
は
毎
週
火
、
金
の
二

日
間
夜
間
の
診
療
も
行
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

○
公
益
質
屋

千
住
公
益
質
屋

(
千
住
寿
町
三
四
)

西
新
井
公
益
質
屋

(
本
木
町
二
の
二
四
八
)

こ
れ
は
昭
和
二
十
五
年
東
京
都
の

運
営
に
よ
つ
て
発
足
し
た
も
の
で

二
十
七
年
区
営
と
な
り
現
在
に
至

つ
て
い
ま
す

。

資
金
は
五
六
三
万
八
千
円
、
貸
付

最
高
額
一
世
帯
当
り
八
千
円
、
利

子
月
三
分
と
な
つ
て
お
り
低
額
所

得
者
の
救
済
に
一
役
か
つ
て
い
ま

す
。

(
写
真
は
保
管
の
行
き
と
ど
い
た

倉
庫
内
部
)

○
区
立
簡
易
洗
濯
所

(
千
住
竜
田
町
五
二
)

こ
れ
は
区
民
の
生
活
改
善
を
図
り

婦
人
の
労
働
時
間
を
節
約
し
そ
の

時
間
を
他
の
有
用
な
仕
事
に
振
り

向
け
る
事
を
目
的
と
し
た
も
の
で

昭
和
二
十
九
年
四
月
開
設
さ
れ
た

も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
つ
て
年
間
一
万
五
千
キ

ロ
グ
ラ
ム
の
洗
濯
物
を
処
理
し
て
い

ま
す
。

料
金五

〇
〇
グ
ラ
ム
迄
　
十
五
円

五
〇
〇
～
八
〇
〇
グ
ラ
ム
迄
　

二
十
五
円

八
〇
〇
～
一
、
〇
〇
〇
グ
ラ

ム
　

三
十
円

現
在
梅
島
支
所
で
も
洗
濯
の
受
付

を
行
つ
て
い
ま
す
。

(
写
真
は
洗
濯
所
内
部
)

○
区
立
児
童
会
館(

西
新
井
町
九
七
二
)

生
徒
児
童
の
視
聴
覚
教
育
と
学
術

振
興
を
目
的
と
し
て
昭
和
二
十
九

年
九
月
開
館
さ
れ
ま
し
た
。

建
坪
七
四
坪
余
、
収
容
定
員
二
五

〇
人
の
建
物
で
、
十
六
粍
映
写

機
、
ピ
ア
ノ
、
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー

、電
蓄
等
の
設
備
を
も
ち
、舞

踊
、
演
劇
、
研
究
発
表
会
、
映
画

教
室
等
に
利
用
さ
れ
効
果
を
挙
げ

て
い
ま
す
。

以
上
が
区
の
所
有
す
る
民
生
事
業

諸
施
設
で
す
が
次
号
で
は
新
生
活

運
動
、青
少
年
問
題
協
議
会
等
お

話
し
し
ま
す
。
(

以
下
次
号
)

(
写
真
は
児
童
会
館
正
面
)

二
倍
に
ふ
え
た
人
権
擁
護
委
員

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

今
迄
都
内
の
各
区
の
人
権
擁
護
委

員
は
二
名
と
な
つ
て
お
り
ま
し
た

が
人
権
侵
犯
事
件
が
毎
年
増
加
し

て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
倍
加
し
次

の
四
名
と
し
本
年
二
月
一
日
付
で

発
令
に
な
り
ま
し
た
。

宮
田
喜
平(千

住
大
川
町
七
二
)

宮
本
万
寿
吉

(
千
住
三
の
八
一
)

小
松
次
郞(千

住
若
松
町
五
二
)

鎌
田

泉

(本
木
町
二
の
二
一
九
)

こ
の
人
権
擁
護
委
員
は
憲
法
に
規

定
さ
れ
た
国
民
固
有
の
権
利
で
あ

る
自
由
権
、
平
等
権
、
参
政
権
等

の
諸
権
利
の
普
及
高
揚
に
努
め
こ

れ
を
監
視
し
、
こ
れ
が
侵
害
さ
れ

て
著
し
く
不
平
等
の
取
扱
い
を
う

け
た
り
、
自
由
を
拘
束
さ
れ
た
と

き
そ
の
救
済
に
適
切
な
処
置
を
と

る
事
を
し
て
い
ま
す
。

足 立 区 の 人 口
2月1日現在で配給をうけている人口は下表
のとうりです　(　) は前月比増△ は減


